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ConceptConcept
街を咲かせる街を咲かせる

群馬県太田駅前に建つ、文化交流施設です。太田市は約 22 万人の人口を抱え、駅の 1 日の使用者は 1 万人を超えているものの、駅前を歩く人は少なく、商店街は閑散としている状況でした。日本中に

蔓延しているこのような事態への打開策に先鞭を付け、駅前ににぎわいを取り戻すことが、建設の目的でした。

そこで私たちは、人々が気軽に立ち寄れるように、街が内部まで連続しているような建築を目指しました。具体的には５つの鉄筋コンクリート造の「BOX（ボックス）」の周りに、鉄骨造の「LIMB（リ

ム）」によるスロープがぐるぐると取り巻く構成を提案しました。人は街を歩くように、自然に各階を巡ることが出来る構成です。

また、さまざまな年齢層やバックグラウンドの人々が、それぞれ自分の場所を見つけられるように、多様な特性を持った場所を立体的に共存させようと考えました。珊瑚礁や巨樹にみられる生態系の

ように、です。

他のどこでもない太田だけの場所にする必要もありました。それについては、かつてこの街にあった中島飛行機の翼やプロペラのイメージから、複数の流れの結び目のような建築のありようが喚起され、

同時に、東日本最大の前方後円墳である天神山古墳や、新田義貞の山城跡がある金山など、複数の丘が平野に点在する風景に応答して、古墳と同スケールの現代の丘をつくることが浮かび上がりました。

多数の市民や関係者を巻き込みつつ設計され、駅前に生まれた花のような建築が、街に新しい賑わいを咲かせることを願っています。 

配置図（1：1000）

プロポーザル時の街並み







2 階平面図（1：200） 1 階平面図（1：500）

3 階平面図

屋上階平面図



断面図（1：150）
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スタンプによる空間理解、敷地体験

箱の個数
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箱の配置
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市民を巻き込んだ設計案の検討市民を巻き込んだ設計案の検討

計５回の設計ワークショップ、市のホームページやフェイスブッ

クページ、アンケートなどを活用し、市民の意見を取り入れて設

計案をまとめました。ワークショップでは毎回明確なテーマを決

めて議論し複数の検討案から 1 つの案を決定しました。また、議

論の内容や決定したことはウェブサイトや駅なか文化館の展示ス

ペースで公開しました。

またその時々で、選ばれなかった案から浮かび上がった声も、回

を重ねるごとに次の提案に反映されていきました。

屋上庭園が散策できるような丘になっていること、カフェの飲み

物を館内に持ち歩けること、外で本を読めること、袋小路のよう

なスペース、大きな階段、これらはすべてワークショップで市民

の声からも湧き上がってきたことです。





STRUCTURESTRUCTURE

５つのコンクリートBOX と自由な鉄骨 LIMB によるシンプルな構造設計５つのコンクリートBOX と自由な鉄骨 LIMB によるシンプルな構造設計

建物は、構造的な特徴として、外周部のスロープ状の LIMB が 1 階から屋根まで連続して繋がりながら、5つの BOX を一体化させています。

LIMB はガラスファサードと床で構成させ、可能な限り薄い床構成を望んでいたことから、鉄骨梁＋合成デッキとする事で軽量かつ軽やかな床構成としました。地震力に対しては LIMB が一つのブレー

ス的要素になっていますが、LIMB が平面的にも立面的にも非整形である事から、構造構成は BOX を剛性の高い RC 耐震壁付きラーメン構造とし、各 BOX の水平剛性を LIMB の水平剛性に対して大

きく上回らせる事で、建物の挙動を明確化させました。水平力の移動を最小限にする為にも、各 BOX が多くの RC 耐震壁を持つことで、遠くまで LIMB の水平力を伝わらせることが無いような計画と

しています。

また、吹抜部の吊柱やファサードの柱については、無垢のフラットバーにスピロロックスを用いて固定する単純なディテールとすることで空間を軽やかに実現させました。

本建物は、構造体だけでなく螺旋階段も含めて施工難易度が高く、施工者の技術が必要不可欠でしたが、その条件下の中で設計・監理者に対し真摯に向き合い、実現に向け万策を尽くして頂いた施工

者に感謝いたします。

LIMBLIMB
リムリム

BOXBOX
ボックスボックス

吹抜部 吊柱のディテール

外周 FB 柱のディテール

吹抜部 螺旋階段BOX 屋上躯体防水

BP 処理と配筋のからみ

BOX/LIMB の接合部



東側エントランス　にぎわいが街に対してあらわれる



ENVIRONMENT  ENVIRONMENT  

風と光をとりこむやわらかな環境設計風と光をとりこむやわらかな環境設計

太田では、気温の年較差が 40 度を超え、夏期と冬期で非常に極端な気候の差が見られます。その一方で、自然換気に適した期間も年間約 40% を占めるため、快適性向上、省エネルギー化のためこの

期間の心地良い外気を積極的に取り入れることを試みました。主に中間期の卓越風向である北西風、東風を捉えるため、CFD 解析を用いて空気の流れを検討しました。その結果、各所に配置された換

気窓から流れ込む風は、からまるようにレイアウトされた LIMB や分散する BOX の間を通って館内の通風を促すことが確認されました。

また、空間ごとの個性に応じた照度計画をするため、自然採光による光環境解析も行いました。その結果、明るく開放的な LIMB とは対照的に、中央の吹き抜けを介して柔らかな光が BOX に囲われた

空間を照らしだしていることが確認されました。空調については、緩やかに外部と接続する LIMB に対し、展示室のある BOX は恒温恒湿空調とし空気質をコントロールする計画としました。

建物に風を取り込むシミュレーション（左：北西からの風、右：東からの風）室内で心地よい空気が流れる 光環境のシミュレーション（左より 1階、2階、吹抜部）

BOX と BOX の間の抜けの先に設けられた換気窓 吹抜に面して風の逃げ道をつくる換気窓 恒温恒湿空調を用いた展示室 1



恒温恒湿空調を用いた展示室２　天井全体が反射板となり室内を照らす（照明設計は岡安泉）



SIGNSIGN

街の中のようなサインデザイン街の中のようなサインデザイン

施設内の経路は基本的に１本道ですが、行く先の見えないプランになっています。また、さまざまなレベルが交錯しており、街のなかを歩くように散策するこの建物では、そのような考えをどのよう

にサインデザインに反映させるか、検討を重ねました。

具体的には、リムの曲がり角地点にカーブミラーを設け、先が見えたり死角をなくすことで、建物の一体的なつながりをより感じられるようにしました。建物の拡がりを少しでも感じられるようにト

イレの扉や本棚の書架分類サインにも鏡面を用いました。その他、館内の大きな分類案内として、えほん、アートブック、AV ホール、ギャラリーなどはそれぞれ違ったデザインを採用し、処々ネオン

サインや LED を用いて街の中にばらばらと看板が現れているようにみせました。吹抜の中を見上げると一度に様々な看板が顔をだし、上に行ってみよう！という好奇心を触発します。

製作されたフォントは、いくつかの提案の中から親しみやすいものということで市に選ばれました。アルファベットの横長”O”は、”太田”のイントネーションを強調することも手伝っています。

平田との打合せを踏まえ平野氏は様々なサンプルを作成

えほんコーナーのネオンサイン 向こう側が見えるカーブミラーサイン 床に入れたサイン

アートブックのサインは平野氏が自らペイント加工

アクリル球でつくった AV ホールのサイン

AV ホールやえほんコーナーなどの看板の提案建物名のサインサンプル



吹抜を見上げると様々なサインがあらわれる



LANDSCAPE LANDSCAPE 

太田の街に呼応するランドスケープ太田の街に呼応するランドスケープ

太田の駅前に「丘」をつくることを考えました。

建物廻りの植栽や屋上緑化がばらばらにあるのではなく、外構から屋上まで全体がひとつの丘となるよう樹木の配置から樹種の選定に至るまで詳細に設計しています。樹種の選定にあたっては、太田

に生育する在来植物を中心に選出しています。太田の北側には今も多くの自然林が残存する金山があり、計画するにあたって事前に植生調査を行ないました。在来自然植生を使うことで、より本物の「山」

になることを目指しました。

配植を考える上では、太田の気候特性に配慮しています。太田は冬場に乾燥した北風が吹き荒れるため、こうした気候特性を踏まえて、地域でよくみられる屋敷林の構成を取り入れ、北側に常緑の森

をつくることで北風が吹き込むのを抑制しています。また、屋上部においては枝葉が横に広がる樹種や壁面に垂れ下がる植物を植えることで、独立した屋上同士に連続性をもたらしています。

最後に、予算が限られた中ですが、成長の早い落葉性の樹種を混ぜることで、ダイナミックかつ効率的にランドスケープが年々変化するよう、考えました。この建物は、10 年後、20 年後には、みどり

へと溶け込んでいき、竣工時とはまた異なるランドスケープが展開されることでしょう。

俯瞰（北北西より）北側に常緑樹を植えて防風林としての役割も兼ねている 上：屋上を散策する市民たち　下：建物と一体的な丘のようなランドスケープ



高低差のある立体的な屋上庭園



CURTAIN, LIGHTING, PRODUCTS CURTAIN, LIGHTING, PRODUCTS 

MADE in OTAMADE in OTA 地元の工場との共同製作、地産地消のカフェを併設 地元の工場との共同製作、地産地消のカフェを併設

富士重工（SUBARU）があることで有名な太田市の市内には車のパーツ製作の下請けなどを行なう工場が数多くあります。そのような市内の企業の方々が運営されているエーアイラボオオタの協力を

得て、建築工事、開館プレイベント事業の一環として、ソファやペンダントライト、机の脚などを共同製作をしました。製作にあたり、実際に太田市内の工場をいくつか見学し、どのように技術を活

かすことができるか検討しながらデザインに組み込みました。

ソファやペンダントライトについては、マイクロメローシステムという幾何学を応用し、フレームを製作しました。加工性の良いジュラルミンを使用することで、光沢のあり繊細な構造体を実現しました。

照明は岡安泉さん、テキスタイルは安東陽子さんとコラボレーションしデザインしました。机の脚については、車の座席のなどに使用されるパイプを折り曲げる技術を利用して、繊細ながら強度のあ

る脚を製作しました。これらは、美術館の展示台や図書館内の臨時机の脚としてフレキシブルに活用されます。

また、建物のエントランスには、太田の食材を用いてメニューを展開する太田市内のカフェ・キタノスミスが出店されました。口金をエーアイラボが開発加工し、独特の太さを実現させたソフトクリー

ムは名物になっています。カフェの脇には、ミュージアムショップとして SUBARUグッズや太田市内で製作されているプロダクツを置くなど、MADE IN OTA を盛り上げています。

えほんコーナーのソファ ブラウジングコーナーのソファ カフェの様子 口金に工場の技術を用いた名物ソフトクリーム

ペンダント幕の素材検討 制作現場 製作現場と立体トラス構造のディテール 展示台の脚



コラボレートした照明が吊られたレファレンスルーム



所在地：
用途：
構造：
階数：
敷地面積：
延べ床面積：
建物高さ：
図書館 開架：
図書館 雑誌：

建築：
構造：
設備：
照明：
サイン：
テキスタイル：
外構：
施工：
家具：
WS協力者：
企画運営：

群馬県太田市東本町
美術館・図書館
RC造，一部 S造
地上３階・地下１階 (設備スペース )
4,641.33 m2

3,152.85 m2

15.3 m
4.5～ 7万冊
300種

平田晃久建築設計事務所
ARUP
ARUP
岡安泉照明設計事務所
平野篤史 /AFFORDANCE
安東陽子デザイン
SfG landscape architects
石川建設，春山設備工業，イズミ電機工業
ミネルバ，エーアイラボオオタ
鈴木明，武田菜種，氏原茂将
太田市，ワコールアートセンター，オブセリズム

太田市美術館・図書館 設計概要




